
観光ビジネス学科
1　教育課程（カリキュラム）

　　観光ビジネス学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数1年 2年
前期 後期 前期 後期 必修 選択

教
養
教
育
分
野

人間と文化

日本語表現法 15 ○ 1
英語Ⅰ 15 ○ 1
東北学 15 ○ 2
歴史と文化 15 ○ 2

人間と社会
法律入門 15 ○ 2
現代の社会 15 ○ 2
コミュニケーション論 15 ○ 2

人間と科学 情報処理 15 ○ 1
数理リテラシー 15 ○ 1

専
門
教
育
分
野

基礎科目

経営学入門 15 ○ 2
マーケティング 15 ○ 2
観光概論 15 ○ 2
観光ビジネス論 15 ○ 2
国内観光地理 15 ○ 2
国際観光論 15 ○ 2
観光史と観光文化 15 ○ 2

基幹科目

英語Ⅱ 15 ○ 1
観光ビジネス英会話 15 ○ 2
ビジネスマナー 15 ○ 2
情報機器演習 15 ○ 1

展開科目

旅行ビジネス実務 15 ○ 2
エアラインビジネス実務 15 ○ 2
エアラインサービス 15 ○（集中） 2
鉄道ビジネス実務 15 ○ 2
宿泊ビジネス実務 15 ○ 2
ホテル・ブライダルサービス 15 ○ 2
ホテル経営 15 ○ 2
ブライダルビジネス実務 15 ○ 2
ウェディングブライダル演習 15 ○ 1
秘書実務 15 ○ 2
旅と文学 15 ○ 2
テーマパークビジネス 15 ○ 2
旅行業法 15 ○ 2
旅行業約款 15 ○ 2
国内運賃・旅費計算 15 ○ 2
国内観光資源 15 ○ 2
旅行業務演習 15 ○

（集中） 1
海外観光地理 15 ○ 2
旅程管理 15 ○（集中） 2
東南アジアの言語と文化 15 ○ 2
韓国語会話Ⅰ 15 ○ 1
韓国語会話Ⅱ 15 ○ 1
中国語会話Ⅰ 15 ○ 1
中国語会話Ⅱ 15 ○ 1
フランス語会話 15 ○ 1
英会話基礎 15 ○ 1
英会話応用 15 ○ 1
観光英語 15 ○ 1
TOEIC 演習 15 ○ 1
おもてなし英語 15 ○ 2
観光英語ガイド基礎 15 ○ 2
観光インターンシップ － ○（集中） 1
海外研修 － ○（集中） 1

演
習
分
野

基礎演習
基礎キャリア形成ゼミ 15 ○ 1
実践キャリア形成ゼミ 15 ○ 1
初年次ゼミ 15 ○ 1

専門演習

観光ゼミナール A 15 ○ ○ ○ ○ 1
観光ゼミナール B 15 ○ ○ ○ ○ 1
観光ゼミナール C 15 ○ ○ ○ ○ 1
観光ゼミナール D 15 ○ ○ ○ ○ 1
観光ゼミナール E 15 ○ ○ ○ ○ 1

総計（卒業要件62単位以上） 37 58
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　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）観光ビジネス学科に２年以上在学すること。

（2）卒業に必要な単位を修得すること。

中の」野分習演「」野分育教門専「」野分育教養教「を上以位単25目科択選び及位単37目科修必　 

から以下の通り修得すること。

科目区分 単位数

教養教育分野 （必修）14単位

基礎科目 （必修）14単位

基幹科目 （必修）６単位

基礎演習 （必修）３単位

専門演習 （選択）３単位以上

展開科目 （選択）22単位以上

卒業要件：62単位以上

　卒業要件充足に伴う資格と称号
観光ビジネス学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、短期大学士（観光ビジネス学）の学

位が与えられます。

　履修登録単位数の上限
観光ビジネス学科では、各年次にわたって適切に授業科目を履修するよう、年間の履修登録単位数

の上限を50単位と定めています。

履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

　履修モデル
観光ビジネス学科では、学生の皆さんが社会の一員として旅立つ前に、自分の興味や関心にしたがっ

て学修をすすめやすいように、ホテル・リゾートモデル、ブライダル・ウェディングモデル、旅行・

テーマパークモデル、エアライン・交通モデル、外国語コミュニケーションモデルという５種類の履

修モデルがあります。

各履修モデルは、一例であり、履修登録の参考にしてください。
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